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連結業績予想および配当予想ならびに、特別利益および特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

当社は、2020 年５月 21 日に公表いたしました「2020 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連

結）」において未定としておりました 2021年３月期（2020年４月１日～2021年３月 31日）の

通期連結業績予想および配当予想を下記のとおりといたしましたので、特別利益および特別損

失の計上と併せてお知らせいたします。 
 

 

記 
 
 

１.通期連結業績予想について 

（１）2021年３月期通期連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

円 銭 

－ 

今回発表予想（B） 21,000 △2,200 △2,100 △2,600 △820.92 

増減額（B－A） － － － － ‐ 

（ご参考）前期通期実績 

（2020 年 3 月期） 

29,152 △727 △591 △1,302 △412.34 

 

（２）公表の理由 

  新型コロナウイルスの影響により、2021年３月期の連結業績予想につきましては、合理的

に算出することが困難と判断し、未定としておりました。 

  第２四半期までの連結業績につきましては、新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛

や休業要請、テレワークやオフィスカジュアルの浸透・拡大等の影響により、当社グループ

の主力であるビジネスカテゴリー商品を中心に苦戦が続き、売上高は前期比 44.0％の減収と

なりました。第３四半期以降につきましては、足元の業績動向を踏まえ需要は徐々に回復に

向かうと予想されるものの、前期水準までは戻らないと見込んでおり、下半期の売上高は前

期比 12.1％、通期では前期比 28.0％の減収を見込んでおります。 

  一方で、販売管理費は全般的に見直しを行い削減に取り組んでまいりますが、売上高減少

の影響は大きく、加えて販売不振による滞留在庫の処分値引の増加見込み等により、営業利

益、経常利益ともに前期実績を下回り、また、第２四半期連結累計期間において新型コロナ



 

 

ウイルス感染症にかかる助成金等収入を特別利益として 530 百万円計上したものの、臨時休

業や営業時間短縮等により発生した固定費を、特別損失として 875 百万円計上したこと等に

より、親会社株主に帰属する当期純利益も前期実績を大幅に下回る見通しとなりました。 

 

２.配当予想について 

（１）2021年３月期配当予想について 

 １株当たり配当金（円） 

基準日 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 － － － － － 

今回発表予想 －  － 20.00円 20.00円 

当期実績  － 0.00円 －   

（ご参考）前期実績 

（2020 年３月期） 

－ 0.00円 － 20.00円 20.00円 

 

（２）公表の理由 

  当社は、当業界の収益が市場動向による影響を受けやすいことから、将来にわたり安定的

な経営基盤の確保と競争力の強化のため、内部留保の充実に留意いたしますとともに、配当

政策につきましては、安定配当の維持を基本方針といたしております。 

  2021 年３月期の配当金につきましては、連結業績予想を合理的に算出することが困難と判

断し、未定としておりましたが、今回公表の連結業績予想を踏まえつつ、上記基本方針を総

合的に勘案し、期末配当を１株当たり 20円といたしました。 

 

 ＊上記の予想数値につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績は今後の新型コロナウイルスの感染状況や様々な要因によって予想数 

値と異なる可能性があります。 

 

３.特別利益の計上について 

当第２四半期連結会計期間において、新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金

等の支給申請の実施により、222百万円を助成金等収入として特別利益に計上いたしました。 

 

４.特別損失の計上について 

当第２四半期連結会計期間において、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による工場等

の休業や営業時間の短縮により発生した固定費（人件費、減価償却費等）241百万円を、臨時

休業等による損失として特別損失に計上いたしました。 

 

５.業績に与える影響について 

本件は、本日付で公表しております「2021 年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」に織り込んでおります。 

 

                                  以上 


